
  

 

 
 

図のように 4個の抵抗器 Rを組み合わせて回路をつくった。

このとき電流計を流れる電流はいくらか。 （ラ・サール高） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

補充問題  塾技 24 合成抵抗と LED 

 
1 問題 図 

2 問題 

（筑波大附駒場高） 

解答は次のページ 



  

 

 

     

「塾技 24  」（3）より，並列部の合成抵抗は となるので，回路全体の抵抗は，       と 

なる。よって，流れる電流は，    電圧 ÷ 抵抗 

 

 

     

1．抵抗 A，B，C，D をそれぞれ RA，RB，RC，RDとする。 

表のイより，   

表のウより，   

RA，RB，RC，RDは，10Ω，20Ω，30Ω，40Ωのどれかなので，①②より，RAと RBと RDが 40Ω

になることはない。よって，RC = 40Ωと決まる。一方，②より，RAと RDが 30Ωになることはな

い。つまり，RAと RDは 10Ωまたは 20Ωとなるが，①より，RAが 20Ωとなることはないので，

RA = 10Ω，RD = 20Ωと決まる。 

以上より，RA = 10Ω，RB = 30Ω，RC = 40Ω，RD = 20Ωと求められる。 

 ① 10，② 30，③ 40，④ 20 

 

2．エのときの回路全体の合成抵抗を R エとすると，R エ= RC + RD = 60〔Ω〕 

オのとき，抵抗 B と抵抗 D は並列となるので，合成抵抗を RBDとすると， 

   

よって，オのときの回路全体の合成抵抗を R オとすると，R オ= RA + RBD = 22〔Ω〕 

同様にカ，キ，クのときの回路全体の合成抵抗 R カ，R キ，R クを求める。 

カのとき，            より，         R カ= 24〔Ω〕 

キのとき，抵抗 A と抵抗 C は並列となるので，合成抵抗を RACとすると， 

          より，RAC= 8〔Ω〕。よって，R キ= RAC + RD = 28〔Ω〕 

クのとき，R ク= RAC + RBD = 20〔Ω〕 

以上より，回路に流れる電流の値が最も大きくなるのは，回路全体の合成抵抗が最も小さいクの

ときで，回路に流れる電流の値が最も小さくなるのは，回路全体の合成抵抗が最も大きいエのと

きとわかる。 

クのときの電流値は，  = 0.36〔A〕= 360mA，エのときの電流値は，  = 0.12〔A〕= 120mA と 

なるので，⑦は，  = 3〔倍〕と求められる。 

 ⑤ ク，⑥ エ，⑦ 3 
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解 1 

塾技 24  補充問題 解答・解説 
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答 

解 2 
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